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令和 5 年 3 月 28 日 

評 価 専 門 調 査 会 

 

科学技術・イノベーション基本計画の進捗確認における見解 

 

１．多様で卓越した研究を生み出す環境の再構築 

（１）博士課程修了者のキャリアパスの多様化については様々な取組が展開

され、基本計画上の達成目標の実現が期待される一方で、これまでとられ

ているデータの多くは「研究職に就くこと」を主軸に置いたものとなって

おり、研究職以外のキャリアパスや一度社会に出た後に改めて博士号を

取得するようなキャリアパスについて「見える化」が十分にできないおそ

れがある。 

（２）また、キャリアパス多様化のトレンドを的確に把握するためには、これ

から就職を控えている現役の博士課程学生の意向や、修士課程の学生の

進学／就職に関する意向、大学院教育を受けようとする社会人の意向な

どを知ることが重要である。この際、分野ごとの特色や傾向の差異や、進

路決定時期の影響も考慮するなど、よりきめ細やかな分析についても視

野に入れていくことが望まれる。 

（３）このため、博士課程修了者のキャリアパスの多様化については、指標と

なるデータの取り方についてより一層の工夫が求められる。同時に、グ

ローバルスタンダードとなっている博士号取得者の国内外での有効活用

の事例やトレンドの変化も踏まえ、人材需要に対応した供給システムが

構築されているかどうかについても評価・検証を行っていくことが重要

である。 

（４）加えて、近年は生涯賃金などの観点も含めて極めてシビアに自身のキャ

リアパスを考える傾向があることを踏まえれば、例えば、博士号取得者の

長期追跡調査を行うことにより、キャリアパスの具体的な事例を蓄積す
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るなど、多様なキャリアパス間でそうした観点からの比較を行うために

必要なデータの収集や指標の開発が望まれる。 

 

２．新たな研究システムの構築（オープンサイエンスとデータ駆動型研究等の

推進） 

（１）オープンサイエンスについては、Ｇ７科学技術大臣会合を念頭に入れ、

我が国として明確な方針を示すことが必要である。今後、国際的に日本が

存在感を高めるためには、オープンサイエンスの進捗に関する標準的な

計測方法が確立されていない現状を踏まえ、まずは、オープンサイエンス

に関する共通認識を概念化することも重要である。また、我が国の国益を

考慮する観点から、オープン・アンド・クローズ戦略を踏まえた研究デー

タの管理・利活用を進める必要性がある。 

（２）プラットフォーム構築など環境整に関する指標は整備されつつあるが、

データ駆動型研究の推進、研究システムや社会の変革に関する進捗や達

成状況の評価までは至っていない。例えば、定量指標が難しいならば、我

が国における成功事例を分析し、国内外に発信することが必要である。 

（３）国際的にはインパクト・ファクターなどの定量的指標への偏重傾向に対

する批判があり、定性的情報も併せて研究の質的な評価も併用すること

や、社会への影響も踏まえた評価が求められている。これは学術ジャーナ

ル問題を含むオープンアクセスにも密接に関係しており、国や FAにおい

てもこれを考慮するとともに、アカデミアも研究の自律性の観点からも

主体的に検討する必要がある。 

（４）研究データの産業界における活用も、オープンサイエンスの推進の意義

として重要な視点である。また、研究活動のオープンネスという観点では、

研究交流を含む研究者間のコミュニケーションを如何に活性化させるか

との視点にも配慮すべきである。 
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３．その他全般的事項 

（１）定期的な調査や統計データを用いて進捗状況の確認を行う場合、数年に

一度しかとれないデータがあるなどデータのリアルタイム性について大

きな課題がある。 

（２）このため、各府省が実施している施策や事業を通じて進捗状況の確認に

資するデータがとれないかなど、進捗確認のための方法論の改善につい

て、政策評価制度の見直しの方向性も踏まえ、さらに検討を進めるべきで

ある。 

 


